
京都府の一体的実施

京都ジョブパークを拡充し、京都府の実施する総合就業支援業務と、職業紹介･職業
相談等のハローワーク業務を一体的に実施

利用者目線に立った一体的実施により、ワンストップサービスの充実・強化を図り、求職者への
生活・就業支援や求人企業向け支援を実現

府 国

① 事業内容
・京都ジョブパークを利用する一般求職者に対し、カウンセリングや職業紹介・職業相談等の
就職支援を実施

・求人企業に対し、求人受付やコンサルティング・セミナー等の支援を実施

② 協定・事業計画
・京都府知事と京都労働局長の間で協定（＊）を締結
・数値目標を盛り込んだ事業計画を京都府と京都労働局の間で策定

（＊）一体的な実施に当たり、この事業の目的を達成するため、府と局は、相互の要請に対し、誠実に対応する旨を規定。

③ 運営協議会
・京都府、京都労働局、ハローワーク京都七条で構成する運営協議会を設置

総合的就業支援業務 職業紹介・職業相談の実施等

平成２４年４月１日事業開始



＜京都府と国（京都労働局）との一体的実施の全体像＞

カウンセリングコーナー
（若手人材、中核人材、熟練人材、農林水産業、福祉人材）

○キャリアカウンセリング、スキルアップセミナー、ジョ
ブパーク塾による就労支援

大学生・留学生コーナー
○新卒求人情報提供、企業説明会、無料職業紹介事業によ

る就労支援

中小企業人財確保センター
○人材確保・定着コンサルティング、セミナー、企業説明

会の開催、求人・企業情報の提供

自立就労支援コーナー
○パーソナルサポーターによる生活から仕事の相談までの

寄り添い支援

マザーズジョブカフェ
○キャリアカウンセリング、ママさんコンシェルジュによ

る子育て・保育相談

北部サテライト（福知山市）
○キャリアカウンセリング、スキルアップセミナーの開催

ハローワークコーナー（ハローワーク京都七条）
○全国ネットワークによる職業相談、職業紹介、求人情報

の提供（求人情報提供端末２０台設置）
○職業訓練に関する相談、受講申込・指示等の手続き
○求職者支援制度に関する相談、手続き
○障害のある方への個別支援による職業相談、職業紹介
○雇用保険の失業給付に関する手続き
○求人受付、雇用保険取得喪失手続き、助成金取次等の事

業所支援

キャリアアップコーナー（ハローワーク京都七条）
○非正規労働者を対象とした担当制による職業相談・紹介

マザーズコーナー（ハローワーク京都七条）
○子育てしながら就職を希望する方への担当制による職業
相談、職業紹介（求人情報提供端末３台設置）

北部サテライトハローワークコーナー
（ハローワーク福知山）

○全国ネットワークによる職業相談、職業紹介、求人情報
の提供（求人情報提供端末２台設置）

はあとふるコーナー
○障害のある方の生活・就業相談

総合的就業支援業務 ハローワーク業務

京都府 国（京都労働局）

京都ジョブパークを拡充し、京都府の実施する総合就業支援業務とハローワーク業務を一体的に実施

京都
ジョブパーク



（１） 実施体制

府 国

（２） 事業目標と取組状況

・職員４名、就職支援ナビゲーター１６名、職業相
談員５名を配置

・求人情報提供端末２３台、職業紹介端末１１台を配
置

・キャリアカウンセラー等１０３名を配置

２４年度事業目標 取組状況（２４年９月末時点）

① 新規登録者数 １６，０００ 人 ６，４４３ 人

② 相談件数
１００，０００ 件

（うちハローワークコーナーにおける相談件数
２２，５００件）

４８，５２６ 件
（うちハローワークコーナー１２，１１９件）

③ 総利用者数 １５０，０００ 人 ８０，９９６ 人

④ 求人開拓数 １５，０００ 人 １０，２５３ 人

⑤ 就職者数
５，６００ 人

（うち京都府の無料職業紹介による就職者数
６００人）

３，２９０ 人
（うち京都府の無料職業紹介による就職者数
１００人）

⑥ 就職内定率 ３５．０ ％ ５１．１ ％



”全国初の完全ワンストップ化”の実現

－「オール京都」体制（公・労・使）による「京都ジョブパークモデル」－

京都府知事 山 田 啓 二

京都ジョブパークは、平成１９年に公・労・使の「オール京都」体制により設立し、就業から生活相談、生活再建までを

ワンストップでサポートする文字どおりの「総合就業支援拠点」です。

若年者、中高齢者など、それぞれの得意分野の担当カウンセラーによる、きめ細かい継続的なご支援で就業実現を目指

す体制をつくっているほか、求職中で生活にお困りの方の就労と生活相談を一体的に行う「自立就労サポートセンター」、

子育て中のお母さんへの就業と保育所探しなどの育児支援を一体で行う「マザーズジョブカフェ」をはじめ、障害のある

方の就労を支援する「はあとふるコーナー」、府内の中小企業等の人財確保を支援する「中小企業人財確保センター」、無料で労働相談を行う「京都中

小企業労働相談所」など、就労に関するあらゆる支援を、ここ京都ジョブパークの一カ所でできる仕組みをオール京都体制で構築してきました。

一方、ジョブパーク内のハローワーク・コーナーの機能が「職業紹介」に限られていたことから、雇用保険や職業訓練の手続きは住居地のハローワー

クに行っていただく必要があり、真のワンストップサービスができていませんでした。

そこで、ハローワーク・コーナーの機能強化による一体的実施を国に提案し、平成24年4月から全国で初めて、府内全域を対象として、雇用保険や職

業訓練など就業に関するあらゆる手続きを含めた完全ワンストップ化を実現させるとともに、京都府自らも無料職業紹介権を再取得し、多岐にわたる求

職・求人ニーズに対応した質の高い就業支援拠点としての体制を整えることができました。

このように何よりも大切なことは、国と自治体が府民の皆様のために互いに力を合わせて、より良いサービスを提供していくことであり、今後とも、

利用者起点を基本とし、一体的運営のメリットを最大限に活かし、府民の皆様が安心・安定して生活・就業できるご支援を行えるよう、進化を続けてい

きたいと考えています。府民の皆様、是非京都ジョブパークをご利用ください。



一体的実施事業による就職成功例

女性：２０歳代 希望：事務系職種

④ 結果
ハローワークコーナーの紹介で電気機械器具製造会社のフルタイム

パート求人に応募。パソコンの技能を生かし「資材・調達」職で就職。

① 本人の状況・背景
・高校卒業後、警備員として６年間勤務。
・京都府へ単身で転入。就職が決まらず生活保護受給に至る

③ 支援内容・ポイント・経過
・パーソナルサポーター（京都府）と就職支援ナビゲーター（ハロー

ワーク）が連携し、就労自立に向けた寄り添い型支援を開始。
・自立就労支援コーナーが企画した３ヶ月のトレーニング就労（ジョブ

トライ事業）と就職支援セミナーを利用し、就職に向けた準備を行う。
・職業訓練受講に向け、個別にパソコントレーニングを実施し、パソコ

ンの基礎を身につける。
・求職者支援制度を活用し、３ヶ月のパソコンの職業訓練を受講し、

事務系職種に必要な技能を習得。
・京都ジョブパーク内で、訓練受講申込みから求職者支援給付金、就職

支援までの手続きをワンストップで実施。

パーソナル
サポーター

・寄り添い支援
・生活相談
・ジョブトライ事業
・就職支援セミナー
・個別パソコン

トレーニング

就職支援
ナビゲーター

・担当制の個別支援
・応募書類の作成支援
・面接準備
・職業相談・紹介
・職業訓練の受講あっ

せんと申込み手続き
・求職者支援制度及び

支援給付金の手続き
・求人情報の提供

京都ジョブパーク

ハローワークコーナー自立就労支援コーナー

国京都府

連携

○ 就職支援ナビゲーターの所感
・就労意欲が高い求職者で、努力を惜しまなかったことと、コツコツ

と成し遂げる性格がマッチしたことで採用につながった。更なる
チャレンジで正社員に向って頑張られることでしょう。

＜パーソナルサポーターと就職支援ナビゲーターとの連携＞

② 抱える課題
・事務系職種で就職を希望するが事務経験がない。
・事務職に必要なレベルのコンピュータ技能がない。
・コミュニケーション能力に不安がある。


